





















































































編　　次 時　間　順 作　　者 序文・跋文
一編（五言絶句） 天明 8 年 ［1788］




































































































段階に分かれる。第一段階は天明 8 年 （1788）



































『唐詩選』（ 7 巻 3 冊） 『唐詩選畫本』（ 7 編35冊） 備　考
詩体 巻数 詩の数 編数 詩の数
五言古詩 巻一 14首 五編 14首
七言古詩 巻二 32首 五編 20首 欠12首
五言律 巻三 67首 三編六編
21首
46首










五言絶句 巻六 74首 一編 74首














































































第１冊 第２冊 第３冊 第４冊 第５冊
一編（五言絶句）
續編（七言絶句） 鴻雁 黄雀 龝天 春風 胡笳
三編（五言律・五言排律）
四編（七言絶句續編） 聞笛 春昂 楊柳 雨鈴 宮詞
五編（五言・七言古詩） 或古 飲酒 歌舞 江上 乗黄
六編（五言律・五言排律） 朋闕 少婦 金僊 秋風 琴樽

















































































































No 画　題 唐詩選畫本（図版１） 唐詩畫譜（図版２）





































































































































































































































































五 言 詩（50首 ）： 1 字 2 首， 2 字18首， 3
字 8 首， 4 字13首， 5 字 6 首， 6 字 2 首，
9 字 1 首
六 言 詩（57首 ）： 2 字41首， 3 字 6 首， 4
字 5 首， 5 字 1 首， 6 字 3 首
七 言 詩（50首 ）： 2 字10首， 3 字 9 首， 4
字14首， 5 字 8 首， 6 字 6 首， 7 字 3 首
五言詩から七言詩まではほとんど 2 字～




























































































冊　数 巻　数 時　間 書　目
第一冊 第三巻 元禄十二年 唐三體詩一部六本，
唐詩艶逸品一部四本四巻，
唐詩嶺雲集三本六巻
第三冊 第一巻 元禄十五年 唐詩選脈箋釋會通評林共二十本
第八冊 第十二巻 寳永七年 唐人選唐詩
























































34 （5），青裳堂昭和61年 1 月142頁）
（７）高木正一（『唐詩選』下，朝日新聞社昭和41
年11月）
（８）石峯道人（橘貫）書・画『唐詩選畫本』一編・
巻一（筆者所蔵，文化乙丑［1805］再刻本）
（９）有木大輔「『唐詩選画本』について――葛飾
北斎と高井蘭山の起用」（『アジア遊学』No116
特集「漢籍と日本人Ⅱ」，勉誠出版2008年11月
118頁）
（10）清・永瑢等撰『四庫全書総目』巻一一四・
子部，芸術類存目（中華書局影印本上冊，
1965年 6 月976頁）
（11）クリストフ・マルケ撰，瀧本弘之訳「十七
世紀中国画譜の日本への伝播について」（『日
中芸術研究』第38号，2012年12月80頁）。なお，
マルケ氏論文の中国訳は台湾故宮博物館『故
宮文物月刊』第305期にも見られる。
（12）簡野道明『唐詩選詳説』下（明治書院，昭
和 4 年10月726頁）
（13）近藤春雄『中国学芸大事典』（大修館書店，
昭和53年11月50頁） 
（14）大岡春卜『畫史會要』（寛延 4 年［1751］刊本，
国会図書館所蔵）
【図版】：
１．『唐詩選畫本』（文化乙丑再刻本，筆者所蔵）
２．『唐詩畫譜』（明萬暦年間集雅齋刻本，名古屋
市蓬左文庫所蔵）
３．『木本花鳥』（『八種画譜』，美術出版影印本，
国立公文館内閣文庫所蔵）
【付記】
本論文の【表 3 】をまとめるにあたって高田眞
菊先生の御教示を頂いた。ここに感謝の意を申し
上げたい。
